
市町村が中心となって、地域のバイオマス利活用の全体プラン「バイオマスタウン構想」
を作成し、その実現に向けて取組む。

定義

地域みんなで、地域のバイオマス全体を効率的に利用！

バイオマスタウンとは？

域内において、広く地域の関係者の連携の下、バイオマスの発生から利用までが効率的なプロセ
スで結ばれた総合的利活用システムが構築され、安定的かつ適正なバイオマス利活用が行われて
いるか、あるいは今後行われることが見込まれる地域
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変換施設

一部のバイオマスだけでなく、一部の人だけでなく、


